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廃棄から物づくり人づくりへ、環境にやさしい 

資源循環モデルの中間処理施設「GREENBASE51 FACTORY」 

〜使用済み製品を原料にして、同じ種類の製品を製造する⽔平リサイクルへの挑戦〜 
 
当社は、資源循環モデルの中間処理施設「GREEN BASE 51 FACTORY」の稼働を開始いたしましたので、お知らせ
いたします。 
 
GREEN BASE 51 は、「YARD」「HUB」「FACTORY」の 3 施設で構成されており、廃棄物を効率的に保管し、選別やリ
サイクル処理を行う機能を担う施設となります。廃棄にかかるコストの抑制やリサイクル率の向上に大きく効果を発
揮しており、最終処分する廃棄物を最小化することで、環境負荷の低減に貢献しております。 
 
１，建設の背景 
当社は、「Greenfuture〜みどりを未来へ〜」をパーパスとして、⻑年にわたり蓄積してきたリサイクル技術により廃
棄物を収集し選別・処理することで再資源化への活路を見出し人々の暮らしになくてはならない製品を生み出してい
ます。また、地域に密着した事業基盤を活用し、多様な事業とのコラボにより地域の課題解決を通じて、脱炭素社会
への貢献と事業拡大の両立につなげていきます。 
 
２，「GREENBASE51」概要 
（１）所在地：千葉県市原市五井 
（２）面積：１７３０㎡（５２３坪） 
①HUB（積替え保管施設/保管） 
②YARD（切断処理施設/切断） 
③FACTORY（五井工場/再資源化） 
 
３，設備概要 
（１）FACTORY（五井工場） 
 
                                
 
 
 
 
 
 
 



① ベルテック株式会社の資源ごみ選別設備を導入 
特徴の一つとしてペットボトルの風力選別装置を導入しました。今までは、コンベアの上を大量に流れるペットボト
ルを人の手で一つ一つを選別していましたが過酷な重労働でした。風力選別装置を導入することで、作業員の負担を
大幅に軽減することができ７５歳まで働ける職場作りが進みました。 
 
② フジクリーン工業株式会社の廃⽔処理装置を導入 
回収してきた空き飲料容器（ペットボトル、ビン、缶）の残液や、場内の洗浄排⽔を浄化し環境負荷を低減しまし
た。 
 
③蛍光灯処理施設 
回収してきた廃蛍光管を破砕機に投入して破砕処理を行い、二次処理先でリサイクル処理が行える性状に変える処理
を行います。 
 
当社は、国連サミットで採択された 2030 年までの持続可能な開発目標（SＤＧｓ）の達成に向けた取り組みを進め
ています。今回の取り組みは、下記の開発目標に該当します。 
 
8  働きがいも経済成⻑も 
12 つくる責任つかう責任 
13 気候変動に具体的な対策を 
14 海の豊かさを守ろう 
 
 
 
 
 
補足：名称の由来 
GREENBASE51 とは、GREEN は当社コーポレートメッセージでもある Greenfuture〜みどりを未来へ〜より、
BASE は拠点、５１は五井（地域密着）を表現しています。 
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